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式
亭
三
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―
安
永
五
年
か
ら
文
化
四
年
ま
で
―

吉

丸

雄

哉

凡
例

著
者
・
画
工
・
版
元
の
名
前
は
通
称
を
採
っ
た
。
原
本
の
記
述
ど
お
り

で
は
な
い
。
人
物
の
代
目
は
生
没
年
で
お
お
よ
そ
わ
か
る
も
の
な
の
で
、

記
し
て
い
な
い
（
歌
川
豊
国
な
ど
）。
題
名
と
そ
の
読
み
は
基
本
的
に
原
本
表

記
に
合
わ
せ
た
。
よ
っ
て
題
名
と
そ
の
読
み
が
『
国
書
総
目
録
』
や
「
日

本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
と
齟
齬
す
る
こ
と
が
あ
る
。
文
化

初
年
ま
で
の
黄
表
紙
は
巻
数
は
記
さ
ず
、
冊
数
の
み
記
し
た
。

安
永
五
年
、
一
七
七
六
、
丙
申

一
歳

○
江
戸
浅
草
田
原
町
三
丁
目
に
、
家
主
菊
地
茂
兵
衛
の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
る
。
姓
は
菊
地
、
名
は
太
輔

た
い
ほ

、
字
は
久
徳

ひ
さ
の
り

、
俗
称
西
宮
太
助
。
父
茂

兵
衛
は
八
丈
島
の
為
朝
大
明
神
の
祠
官
菊
地
氏
の
妾
腹
の
嫡
子
だ
っ

た
。
晴
雲
堂
を
号
と
す
る
板
木
師
で
も
あ
っ
た
。

『
鬼
児
島
名
誉
仇
討
』
な
ど
文
化
五
年
刊
の
西
宮
新
六
版
合
巻
の
巻
末
。

『
古
今
百
馬
鹿
』（
文
化
十
一
年
刊
）の
春
亭
三
暁
跋
文
。『
女
房
気
質
異
赤
縄
』

（
文
化
十
二
年
刊
）
の
春
亭
三
暁
序
文
。
以
上
の
資
料
に
よ
っ
て
わ
か
る
。

天
明
元
年
、
安
永
十
年
四
月
二
日
改
元
、
一
七
八
一
、
辛
丑
、
六
歳

○
実
弟
石
渡
平
八
（
幼
名
左
之
治
郎
。
本
名
左
助
。
石
渡
利
助
（
上
総
屋
利
助
）
家
に

仕
え
、
三
浦
屋
平
八
家
に
養
子
）
出
生
（『
式
亭
雑
記
』）。

天
明
四
年
、
一
七
八
四
、
甲
辰
、
九
歳

○
こ
の
年
冬
よ
り
寛
政
四
年
十
七
歳
の
秋
ま
で
書
肆
翫
月
堂
（
本
石
町
四
丁

目
）
に
養
わ
れ
た
。
翫
月
堂
は
俗
称
堀
野
屋
仁
兵
衛
（
旧
姓
小
倉
屋
金
兵
衛
、

再
改
家
号
為
堀
野
屋
）
で
三
馬
の
（
二
番
目
の
）
妻
の
父
（
洒
落
本
『
誰
が
袖
日
記
』

の
三
馬
識
語
よ
り
）。

寛
政
四
年
、
一
七
九
二
、
壬
子
、
十
七
歳

○
秋
ま
で
翫
月
堂
堀
野
屋
仁
兵
衛
に
奉
公
。『
戯
作
六
家
撰
』
に
幼
少
か

ら
独
立
ま
で
の
状
況
の
記
述
あ
り
。

寛
政
五
年
、
一
七
九
三
、
癸
丑
、
十
八
歳

○
戯
作
の
執
筆
の
開
始
。『
敵
討
安
達
太
郎
山
』「
十
八
才
の
春
よ
り
け
さ

く
し
や
と
な
り
」。
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寛
政
六
年
、
一
七
九
四
、
甲
寅
、
十
九
歳

○
正
月
、
処
女
作
と
な
る
左
記
の
黄
表
紙
二
作
を
刊
行
。

『
天
道
浮
世
出
星
操

て
ん
と
う
う
き
よ
の
で
づ
か
い

』（
三
冊
、
歌
川
豊
国
画
、
西
宮
新
六
板
）

『
人
間
一
心
覗
替
操

に
ん
げ
ん
い
つ
し
ん
の
ぞ
き
か
ら
ぐ
り

』（
二
冊
、
歌
川
豊
国
画
、
西
宮
新
六
板
）

寛
政
七
年
、
一
七
九
五
、
乙
卯
、
二
十
歳

○
正
月
、四
季
山
人
の
名
で
黄
表
紙『
姉
ハ
宮
城
野

妹
ハ
し
の
ぶ

碁
太
平
記
白
石
噺

ご
た
い
へ
い
き
し
ら
い
し
ば
な
し

』（
五
冊
、

歌
川
豊
国
画
、
西
宮
新
六
板
）
刊
行
。

○
独
立
か
ら
寛
政
七
年
ま
で
は
「
草
堂
」
暮
ら
し
（
場
所
と
実
態
は
不
明
）（
棚

橋
正
博
『
式
亭
三
馬
』）。

寛
政
八
年
、
一
七
九
六
、
丙
辰
、
二
十
一
歳

○『
姉
ハ
宮
城
野

妹
ハ
し
の
ぶ

敵
討
白
石
噺
』
と
題
す
る
、
前
年
寛
政
七
年
刊
の
黄
表
紙

『
碁
太
平
記
白
石
噺
』
を
前
編
三
冊
、
後
編
二
冊
に
分
け
た
黄
表
紙
が
刊

行
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
寛
政
八
年
版
は
後
編
二
冊
し
か
現
存
し
な
い

（
黄
表
紙
総
覧
）。

○
「
亜
囉
哩
楼
」
の
号
を
寛
政
十
年
か
ら
使
用
す
る
こ
と
か
ら
、
寛
政

八
年
か
九
年
に
、
数
寄
屋
橋
外
山
下
町
の
書
肆
万
屋
太
治
右
衛
門
の
婿

養
子
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
棚
橋
正
博
『
式
亭
三
馬
』）。

寛
政
九
年
、
一
七
九
七
、
丁
巳
、
二
十
二
歳

○
正
月
、
左
記
の
黄
表
紙
を
刊
行
。

『
芝
全
交
夢
寓
書

し
ば
ぜ
ん
こ
う
ゆ
め
の
む
だ
が
き

』（
三
冊
、
歌
川
豊
国
画
、
和
泉
屋
市
兵
衛
板
）

『
唯
頼
大
悲
智
慧
話

た
だ
た
の
め
だ
い
ひ
の
ち
え
の
わ

』（
三
冊
、
歌
川
豊
国
画
、
和
泉
屋
市
兵
衛
板
）

『
鳴
哉
孝
経
（
お
や
お
や

こ
う
き
ょ
う
）
如
癡
呆
唐
本
啽
囈

ば
か
ら
し
い
と
う
ほ
ん
の
ね
ご
と

』（
三
冊
、
歌
川
豊
国
画
、
西
宮
新
六
板
）

○
こ
の
頃
、万
屋
太
治
右
衛
門
に
養
子
に
入
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（
棚
橋『
式

亭
三
馬
』）。

○
当
年
刊
の
黄
表
紙
『
長
生
請
合

金
々
世
界
（
な
が
い
き
う
け
や
い

き
ん
き
ん
せ
か
い

）
悖
入
宝
山
吹

さ
か
つ
て
い
る
た
か
ら
の
や
ま
ぶ
き

』（
三
冊
、

樹
下
石
上

じ
ゆ
げ
せ
き
じ
よ
う

作
、
歌
川
豊
国
画
、
西
宮
新
六
板
）
に
序
す
る
。

○
黄
表
紙
『
嘘
八
百
万
神
一
座

う
そ
は
つ
ぴ
や
く
ば
ん
じ
ん
い
ち
ざ

』（
二
冊
、
楽
山
人
馬
笑
（
楽
亭
馬
笑

ら
く
て
い
ば
し
よ
う

）
作
、
歌
川

豊
国
画
、
和
泉
屋
市
兵
衛
板
）
は
、
式
亭
三
馬
閲
な
ら
び
に
三
馬
序
。

寛
政
十
年
、
一
七
九
八
、
戌
午
、
二
十
三
歳

○
正
月
、
下
記
の
黄
表
紙
刊
行

『
京
鹿
子

江
戸
紫
（
き
ょ
う
が
の
こ

え
ど
む
ら
さ
き
）
其
跡
幕
婆
道
成
寺

そ
の
あ
と
ま
く
ば
ば
あ
ど
う
じ
よ
う
じ

』（
三
冊
、歌
川
豊
国
画
、西
宮
新
六
板
）

『
富
士
剣
術

新
井
柔
術
（
ふ
じ
の
け
ん
じ
ゅ
つ

あ
ら
い
の
じ
ゅ
う
じ
ゅ
つ
）
吾
嬬
街
道
女
敵
討

あ
ず
ま
か
い
ど
う
お
ん
な
か
た
き
う
ち

』（
三
冊
、
歌
川
豊
国
画
、

西
宮
新
六
板
）

『
人
間
一
生

善
悪
邪
正
（
に
ん
げ
ん
い
っ
し
ょ
う

ぜ
ん
あ
く
じ
ゃ
し
ょ
う
）
磨
浄
玻
璃
心
照
子

み
が
く
じ
よ
う
は
り
こ
こ
ろ
の
か
が
み

』（
三
冊
、
北
尾
重
政
画
か
、

西
宮
新
六
板
）

『
三
角
雪
婦

焼
酎
狐
火
（
さ
ん
か
く
ゆ
き
お
ん
な

し
ょ
う
ち
ゅ
う
き
つ
ね
び
）
腹
皷
臍
囃
曲

は
ら
つ
づ
み
へ
そ
の
し
た
か
た

』（
三
冊
、
歌
川
豊
国
画
、
和
泉

屋
市
兵
衛
板
）

○
春
、
洒
落
本
『
石
場
妓
談
（
せ
き
じ
ょ
う

ぎ
だ
ん

）
辰
巳
婦
言

た
つ
み
ふ
げ
ん

』（
喜
多
川
歌
麿
画
、

一
冊
）
刊
。

○
現
存
す
る
絵
題
簽
（
絵
外
題
集
）
よ
り
、
こ
の
年
も
寛
政
七
年
初
板
の
黄

表
紙
『
碁
太
平
記
白
石
噺
』
の
再
板
本
が
出
版
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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寛
政
十
一
年
、
一
七
九
九
、
己
未
、
二
十
四
歳

○
正
月
、
左
記
の
黄
表
紙
刊
。

『
夫
南
木

是
嘘
気
（
そ
れ
は
く
す
の
き

こ
れ
は
う
そ
の
き
）
俠
太
平
記
向
鉢
巻

き
や
ん
た
い
へ
い
き
む
こ
う
は
ち
ま
き

』（
三
冊
、
歌
川
豊
国
画
、
西
宮
新

六
板
）（
画
工
は
北
尾
重
政
説
も
あ
り
）

『
心
教
言

悟
段
続
（
し
ん
き
ょ
う
ご
ん

ご
だ
ん
つ
づ
き

）
引
返
譬
幕
明

ひ
き
か
え
し
た
と
え
の
ま
く
あ
き

』（
三
冊
、
北
尾
重
政
画
、
西
宮
新
六
板
）

○
正
月
、
洒
落
本
『
傾
城
買
談
（
け
い
せ
い

か
い
だ
ん
）
客
物
語

き
や
く
も
の
が
た
り

』（
一
冊
、
自
画
、
版
元
不
明
）
刊
。

○
『
似
貌
絵
本
（
に
が
は

え
ほ
ん
）
俳
優
楽
室
通

や
く
し
や
が
く
や
つ
う

』（
一
巻
一
冊
、
歌
川
豊
国
・
国
政
画
、
上
総
屋
忠

助
板
）
刊
。

○
正
月
刊
、
楽
亭
馬
笑
作
、
式
亭
三
馬
補
正
の
洒
落
本
『
手
管
早
引
（
て
く
だ

は
や
ひ
き
）

廓
節
要

く
る
わ
せ
つ
よ
う

』（
一
冊
、
版
元
不
明
）
に
序
文
を
寄
せ
る
。
広
告
に
『
俳
優
楽
室

通
』
が
あ
る
の
で
、
上
総
屋
忠
助
か
。
国
会
図
書
館
所
蔵
の
袋
に
は
三

馬
の
印
の
模
様
を
入
れ
、「
式
亭
三
馬
著
」
と
記
し
、
三
馬
作
に
み
せ
か

け
る
。

○
正
月
刊
の
黄
表
紙
『
品
川
鯨
児

三
叉
水
虎
（
し
な
が
わ
の
く
じ
ら

み
つ
ま
た
の
か
っ
ぱ
）
無
間
鐘
梅
枝
伝
譜

む
け
ん
の
か
ね
う
め
が
え
で
ん
ぶ

』（
三
冊
、

山
東
京
伝
作
画
、
西
宮
新
六
板
。
天
明
七
年
刊
『
名産
（
め
い

ぶ
つ
）
梅
枝
伝
賦

む
め
が
え
で
ん
ぶ

』
の
改
題
再
板

本
）
に
序
す
る
。

○
本
年
刊
の
洒
落
本
、
戯
家
山
人
『
深
泉
遊
子
（
し
ん
せ
ん

ゆ
う
し

）
仲
街
艶
談

ち
ゆ
う
が
い
え
ん
だ
ん

』
に
「
山
東

住
息
子
」
の
署
名
の
序
文
を
寄
せ
た
と
す
る
（
中
野
三
敏「「
傾
城
買
二
筋
道
」

板
本
考
」）。

○
本
年
刊
『
狂
歌
東
西
集
』（
三
陀
羅
法
師
撰
）
に
狂
歌
十
六
首
が
入
集
。
以

後
、
享
和
三
年
ご
ろ
ま
で
千
秋
連
と
の
関
わ
り
が
深
い
。

○
桜
川
慈
悲
成

さ
く
ら
が
わ
じ
ひ
な
り

編
の
噺
本
『
腮あ

ご

の
掛
金
』
に
序
文
。

○
狂
歌
俳
諧
集
『
今
日
歌
白
猿
一
首
抄

き
よ
う
か
は
く
え
ん
い
つ
し
ゆ
し
よ
う

』（
烏
亭
焉
馬
編
、
上
総
屋
利
兵
衛
板
）

に
狂
文
半
丁
と
狂
歌
一
首
「
龍
宮

り
う
ぐ
う

で
言い

ひ
廻
し
た
る
猿
よ
り
も
き
も
の

つ
ぶ
れ
た
口
上
の
入
り
」
を
収
め
る
。

○
当
年
刊
の
黄
表
紙
『
金
春
徳
和
家
隠
居

ご
が
ね
の
は
る
と
く
わ
か
い
ん
き
よ

』（
三
冊
、
樹
下
石
上
作
、
歌
川
豊
国

画
、
和
泉
屋
市
兵
衛
板
）
に
「
価
千
金
の
春
於
目
出
亭
三
馬
叙
」
と
序
文
。

○『
引
返
譬
幕
明
』『
俳
優
楽
屋
通
』『
廓
節
要
』
に
故
人
芝
全
交
の
狂
名
を

譲
り
受
け
た
が
未
熟
の
た
め
改
名
し
て
い
な
い
旨
を
記
す
。

『
廓
節
要
』「
一
寸
お
断
申
上
ま
す

式
亭
三
馬
儀
古
人
芝
全
交

の
遺
言
に
付
、此
度
よ
り
二
代
目
の
全
交
と
可
相
成
筈
に
候
へ
共
、

い
や
し
き
妄
作
を
以
て
古
人
高
名
を
け
が
す
と
は
恐
れ
有
と
存
、

い
ま
だ
改
名
は
不
仕
差
ひ
か
へ
罷
在
候
、
猶
不
相
替
全
交
俤
と
被

思
召
候
御
一
笑
奉
希
候
」

○
十
返
舎
一
九
作
画
の
狂
歌
絵
本
『
十
廻
松

す
ず
く
れ
ぐ
さ

』（
二
冊
、
村
田
屋
次
郎
兵
衛
板
）

に
狂
歌
一
首
「
た
な
は
た
は
今
宵

こ
よ
ひ

妻
乞

つ
ま
こ

ふ
鹿し

か

な
ら
て
も
み
ち
の
は
し
を

ふ
み
わ
け
て
逢あ

ふ
」
収
録
。
内
容
は
江
戸
に
お
け
る
一
年
の
風
俗
の
絵

を
見
開
き
一
面
に
各
月
毎
に
描
き
、
各
々
一
首
ず
つ
の
狂
歌
を
載
せ
た

も
の
。
千
秋
連
の
狂
歌
絵
本
で
あ
る
。

○
火
消
人
足
の
喧
嘩
を
太
平
記
に
見
立
て
た
『
俠
太
平
記
向
鉢
巻
』
の
た

め
正
月
五
日
に
板
元
西
宮
新
六
と
と
も
に
打
ち
こ
わ
し
に
あ
い
、
手
鎖

五
十
日
と
な
っ
た
（『
近
世
物
之
本
作
者
部
類
』、『
伊
波
伝
毛
乃
記

い

わ

で

も

の

き

』）。（『
寛
政
紀

聞
』
で
は
西
村
方
へ
正
月
二
日
の
こ
と
と
し
、
打
ち
壊
し
た
者
は
入
牢
、
西
村
と
作
者

三
馬
が
手
鎖
の
上
所
預
か
り
に
な
っ
た
と
す
る
）。
南
和
男
『
江
戸
の
町
奉
行
』

（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
一
七
）
が
『
御
赦
例
書
』
六
か
ら
事
件
の
経
緯
や
事
後

を
紹
介
す
る
。
寛
政
十
一
年
ご
ろ
、
三
馬
の
こ
と
を
「
青
物
町
六
右
衛
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門
店
喜
兵
衛
」
と
記
し
て
お
り
、
喧
嘩
の
負
組
「
よ
」
組
の
首
謀
者
が

敲
の
う
え
、
十
七
年
も
江
戸
払
に
あ
っ
て
い
た
こ
と
や
、
勝
組
「
に
」

組
か
ら
も
草
双
紙
の
販
売
を
請
け
負
う
「
堺
町
家
持
新
兵
衛
、
同
町
家

主
利
兵
衛
」
へ
打
ち
壊
し
を
行
っ
た
と
す
る
。
注
目
す
べ
き
は
当
時
の

三
馬
を
「
作
者
青
物
町
六
右
衛
門
店
喜
兵
衛
」
と
記
す
こ
と
で
あ
る
。

三
馬
が
「
喜
兵
衛
」
と
名
乗
っ
た
例
も
き
か
ず
、
文
化
十
二
年
の
文
書

の
た
め
、
誤
り
の
可
能
性
も
高
い
が
、
打
ち
こ
わ
し
に
万
屋
が
あ
っ
た

こ
と
を
示
す
資
料
が
な
い
の
で
、
寛
政
十
一
年
で
は
記
載
の
と
お
り
の

住
所
に
お
り
、
ま
だ
万
屋
に
婿
入
り
し
て
い
な
い
可
能
性
も
考
慮
す
べ

き
だ
ろ
う
。

○『
俳
優
細
見
記
』（
冬
渓
子
作
、
榎
本
屋
吉
兵
衛
板
）
が
三
馬
作
か
（
棚
橋
『
式
亭

三
馬
』）。

寛
政
十
二
年
、
一
八
〇
〇
、
庚
申
、
二
十
五
歳

○
三
馬
の
（
二
番
目
の
）
妻
の
父
で
あ
る
翫
月
堂
堀
野
屋
仁
兵
衛
死
去
（
三
馬

旧
蔵
東
大
霞
亭
文
庫
本
『
栄
花
遊
二
代
男
』
識
語
）。

○
前
年
の
筆
禍
事
件
の
た
め
著
作
は
な
し
。

○
馬
琴
の
『
伊
波
伝
毛
之
記
』
に
は
「
寛
政
中
山
下
町
な
る
書
林
万
屋
太

次
衛
門
が
婿
養
子
と
な
り
し
」
と
記
す
。
万
屋
太
次
右
衛
門
の
婿
養
子

に
な
っ
た
の
が
三
馬
の
初
婚
で
あ
る
。
享
和
二
年
刊
の
黄
表
紙
『
綿
温

石
奇
功
報
条
』『
封
鎖
心
鑰
匙
』
に
、
万
屋
が
登
場
す
る
の
で
、
馬
琴
の

言
葉
に
し
た
が
い
、
下
限
は
こ
の
あ
た
り
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
禍
事

件
に
よ
り
、
戯
作
を
い
ち
ど
あ
き
ら
め
、
こ
の
寛
政
十
二
年
に
書
肆
に

入
婿
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

○
千
種
庵
霜
解

ち
ぐ
さ
あ
ん
し
も
と
け

の
撰
に
よ
る
『
狂
歌
花
鳥
集

き
よ
う
か
か
ち
よ
う
し
ゆ
う

』（
二
冊
、
前
川
六
左
衛
門
・
若
林

重
左
衛
門
・
山
中
要
助
板
）
に
三
首
入
集
。
千
種
庵
霜
解
は
浅
草
側
の
狂
歌

師
で
、
山
中
要
助
の
こ
と
。

享
和
元
年
、
寛
政
十
三
年
二
月
五
日
改
元
、
一
八
〇
一
、

辛
酉
、
二
十
六
歳

○
噺
本
『
花
間
笑
語

か
か
ん
し
よ
う
ご

』（
上
総
屋
利
兵
衛
板
）
に
序
文
。

○
正
月
、
左
記
の
黄
表
紙
刊
行
。

『
艸
荘
子

五
蝶
夢
（
そ
う
ぞ
う
し

ご
ち
ょ
う
の
ゆ
め
）
式
亭
三
馬
自
惚
鏡

し
き
て
い
さ
ん
ば
う
ぬ
ぼ
れ
か
が
み

』（
三
冊
、
歌
川
豊
国
画
、
西
宮
新

六
板
）

『
鼻
毛
三
尺

智
恵
三
文
（
は
な
げ
さ
ん
じ
ゃ
く

ち
え
さ
ん
も
ん

）
日
本
一
癡
鑑

に
つ
ぽ
ん
い
ち
あ
ほ
う
の
か
が
み

』（
三
冊
、
歌
川
豊
国
画
、
和
泉
屋

市
兵
衛
板
）

○
春
、
役
者
絵
本
『
俳
優
三
階
興

や
く
し
や
さ
ん
が
い
き
よ
う

』（
二
巻
二
冊
、
歌
川
豊
国
画
、
西
宮
新
六
・
万

屋
太
次
右
衛
門
板
）
刊
。

享
和
二
年
、
一
八
〇
二
、
壬
戌
、
二
十
七
歳

○
正
月
に
左
記
の
黄
表
紙
を
刊
行
。

『
又
焼
直

鉢
冠
姫
（
ま
た
や
き
な
お
す

は
ち
か
つ
ぎ
ひ
め
）
稗
史
億
説
年
代
記

く
さ
ぞ
う
し
こ
じ
つ
け
ね
ん
だ
い
き

』（
三
冊
、
三
馬
画
、
西
宮
新
六
板
）

『
御
覧
親
孝
経

ご
ろ
う
じ
ろ
お
や
こ
う
き
よ
う

』（
三
冊
、
歌
川
豊
国
画
、
山
口
屋
忠
右
衛
門
板
）

『
彼
ハ
時
花
曲

此
ハ
奉
納
額
（
か
れ
は
は
や
り
う
た

こ
れ
は
ほ
う
の
う
が
く
）
封
鎖
心
鑰
匙

ぴ
ん
と
じ
よ
う
ま
え
こ
こ
ろ
の
あ
い
か
ぎ

』（
三
冊
、
歌
川
豊
広
画
、

西
宮
新
六
画
）

『
自
先
達

御
吹
聴
（
さ
き
だ
つ
て
よ
り

ご
ふ
い
ち
ょ
う

）
綿
温
石
奇
効
報
条

わ
た
お
ん
じ
や
く
き
こ
う
の
ひ
き
ふ
だ

』（
三
冊
、
歌
川
豊
広
画
、
和
泉
屋
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市
兵
衛
板
）

○
正
月
、
四
季
山
人
の
名
で
洒
落
本
『
船
頭
深
話

せ
ん
ど
う
し
ん
わ

』（
二
巻
二
冊
、
版
元
不
明
）

を
刊
行
（
棚
橋
『
式
亭
三
馬
』）。

○
本
年
刊
の
風
俗
絵
本
『
絵
本
時
世
粧

え
ほ
ん
い
ま
よ
う
す
が
た

』（
二
巻
二
冊
、
式
亭
三
馬
閲
、
歌
川
豊
国

文
画
、
和
泉
屋
市
兵
衛
板
）
に
序
文
二
つ
載
せ
る
。
豊
国
の
跋
文
も
三
馬
の

校
閲
が
入
る
か
。

○
正
月
刊
、
黄
表
紙
『
武
茶
尽
混
雑
講
釈

む
ち
や
づ
く
し
む
ち
や
く
ち
や
こ
う
し
や
く

』（
三
冊
、
楽
亭
馬
笑
作
、
勝
川
春
喬

画
、
西
宮
新
六
板
）
は
、
式
亭
三
馬
校
閲
で
、
三
馬
が
序
文
を
記
す
。

○
役
者
似
顔
絵
本
『
俳
優
卅
二
相

や
く
し
や
さ
ん
じ
ゆ
う
に
そ
う

』（
東
子
樵
客

と
う
し
し
よ
う
き
や
く

著
、
歌
川
豊
国
画
、
堀
野
屋
仁

兵
衛
・
蔦
屋
重
三
郎
板
）
が
三
馬
の
作
品
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
す
る

（
棚
橋
正
博
『
黄
表
紙
総
覧
』）。

○
本
年
刊
、
千
秋
連
の
狂
歌
絵
本
『
五
十
鈴
川
狂
歌
車
』（
三
陀
羅
法
師
編
、

葛
飾
北
斎
画
）
に
肖
像
画
と
狂
歌
一
首
。

享
和
三
年
、
一
八
〇
三
、
癸
亥
、
二
十
八
歳

○
こ
の
年
四
月
か
ら
六
月
ま
で
流
行
し
た
麻
疹
に
罹
る
（『
麻
疹
戯
言
』
跋
文
）。

○
桜
川
慈
悲
成
編
の
噺
本
『
遊
子
珍
学
問

ゆ
う
し
ち
ん
が
く
も
ん

』（
栄
松
斎
長
喜
画
、
大
和
屋
久
兵
衛

板
）
に
洒
落
堂
主
人
の
名
で
序
文
。

○
正
月
、『
戯
場
訓
蒙
図
彙

し
ば
い
き
ん
も
う
ず
い

』（
八
巻
三
冊
、
歌
川
豊
国
・
勝
川
春
英
画
、
永
楽
屋
東

四
郎
・
勝
尾
屋
六
兵
衛
・
蓍
屋
善
助
・
石
渡
佐
助
・
西
宮
新
六
・
万
屋
太
次
右
衛
門
板
）

刊
。
狂
歌
一
首
も
収
め
る
。

○
式
亭
三
馬
編
の
『
狂
歌
觿

き
よ
う
か
け
い

初
編
』（
一
冊
、
万
屋
太
次
右
衛
門
・
鉛
屋
安
兵

衛
・
河
内
屋
太
助
・
永
楽
屋
東
四
郎
・
石
渡
利
助
・
蔦
屋
重
三
郎
板
）
刊
。
主
版
元

は
万
屋
。
鉛
屋
以
下
は
「
売
弘
書
林
」。
三
馬
自
身
も
「
戯
作
者
之
部
」

に
名
を
連
ね
、
狂
歌
十
首
お
よ
び
印
譜
を
載
せ
る
。
万
屋
太
次
右
衛
門

に
三
馬
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
年
に
三
馬
は
万
屋
太
次

右
衛
門
と
名
乗
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

○
こ
の
年
四
月
か
ら
六
月
ま
で
江
戸
に
麻
疹
が
流
行
す
る
。
麻
疹
の
流
行

に
あ
わ
せ
て
滑
稽
本
『
麻
疹
戯
言

ま
し
ん
き
げ
ん

』（
一
巻
一
冊
、
万
屋
太
次
右
衛
門
板
）
刊
。

見
返
し
上
部
に
「
癸
亥
孟
夏
新
鐫
」
と
あ
る
が
、
三
馬
も
五
月
端
午
に

麻
疹
に
か
か
っ
た
（『
麻
疹
戯
言
』
跋
文
）
の
で
、
際
物
出
版
と
は
い
え
、

四
月
（
孟
夏
）
刊
行
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
鹿
都
部
真
顔
が
序
文
を
寄
せ
て

お
り
、
当
年
刊
の
『
狂
歌
觿

き
よ
う
か
け
い

初
編
』
と
と
も
に
三
馬
の
四
方
側
狂
歌

壇
と
の
交
友
関
係
が
う
か
が
え
る
。

○『
日
本
小
説
年
表
』
は
『
式
亭
増
補

紅
破
皿
南
京
焼
継

べ
に
ざ
ら
な
ん
き
ん
や
き
つ
ぎ

』（
黄
表
紙
、
三
冊
、
歌
川

豊
広
画
、
和
泉
屋
市
兵
衛
板
）
と
『
芝
全
交
寺

戯
作
本
尊

唖む
だ

如
来
万
八
縁
起

に
よ
ら
い
ま
ん
ぱ
ち
え
ん
ぎ

』（
黄
表
紙
、
三

冊
、
歌
川
豊
広
画
、
和
泉
屋
市
兵
衛
）
が
こ
の
年
刊
行
さ
れ
た
と
す
る
が
実
際

の
出
版
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
享
和
三
年
刊
の
和

泉
屋
市
兵
衛
板
の
黄
表
紙
（『
敵
討
安
積
車
』
な
ど
）
巻
末
の
出
版
目
録
に
、

名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
同
書
の
書
名
は
寛
政
十
一
年

の
西
宮
新
板
目
録
に
名
前
が
載
る
が
、『
俠
太
平
記
向
鉢
巻
』
の
筆
禍
で

途
絶
え
、
改
め
て
和
泉
屋
か
ら
注
文
を
受
け
た
が
、
こ
れ
も
未
刊
に
終

わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
黄
表
紙
総
覧
）。
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○
閏
正
月
朔
日
に
本
所
一
ツ
目
橋
際
尾
上
町
京
屋
に
て
烏
亭
焉
馬
の
六
十

の
賀
宴
が
開
か
れ
る
。
三
馬
も
出
席
し
読
み
上
げ
ら
れ
た
狂
文
を
書
き

と
め
、
こ
れ
が
翌
年
刊
行
の
『
狂
言
綺
語
』
の
も
と
に
な
る
（『
狂
言
綺
語
』

序
、
お
よ
び
『
細
推
物
理
』）。

○
九
月
七
日
、
狂
歌
堂
真
顔
の
駿
河
行
の
別
宴
に
出
席
す
る
。
他
に
出
席

者
は
南
畝
・
馬
場
金
埒
・
花
江
戸
住
・
烏
亭
焉
馬
（『
細
推
物
理
』）。

○
三
馬
門
人
福
亭
三
笑
の
正
月
刊
の
黄
表
紙
『
美
濃
近
江

盛
衰
栄
枯
（
み
の
お
う
み

せ
い
す
い
え
い
こ
）

果
報
寝
物
語

か
ほ
う
は
ね
も
の
が
た
り

』（
三
冊
、
歌
川
豊
広
画
、
和
泉
屋
市
兵
衛
板
）
に
序
す
る
。
一
丁

裏
二
丁
表
に
福
亭
三
笑
の
先
生
と
し
て
と
差
し
向
か
い
で
描
か
れ
る
。

○
本
年
ご
ろ
に
成
立
し
た
艶
本
『
恋
の
楽
室
』（
歌
川
豊
国
画
）
序
文
（
完
本
は

イ
ギ
リ
ス
個
人
蔵
）
の
「
好
亭
主
人
」
が
式
亭
三
馬
か
（
松
葉
涼
子
氏
教
示
）。

文
化
元
年
、
享
和
三
年
二
月
十
一
日
改
元
、
一
八
〇
四
、

甲
子
、
二
十
九
歳

○
こ
の
年
も
病
気
が
ち
で
戯
作
を
控
え
気
味
で
あ
っ
た
と
す
る
。
病
中
の

慰
み
と
し
て
十
月
に
黄
表
紙
『
嬲
訓
歌
字
尽

な
ぶ
る
も
よ
み
と
う
た
じ
づ
く
し

』
を
執
筆
（
文
化
二
年
刊
の

黄
表
紙
『
嬲
訓
歌
字
尽
』
の
板
元
口
上
）。

○
景
物
用
の
黄
表
紙
『
名
代
の
あ
ぶ
ら
や
』（
一
冊
、
歌
川
豊
広
画
、
虎
屋
宗
三

郎
板
）
刊
。
江
戸
通
四
丁
目
中
橋
の
化
粧
品
店
虎
屋
宗
三
郎
の
た
め
の

景
物
本
。
当
年
の
正
月
二
十
四
日
に
執
筆
し
た
。

○
狂
文
集
『
狂
言
綺
語

き
よ
う
げ
ん
き
ぎ
よ

』（
二
巻
二
冊
）
刊
。
上
巻
題
簽
に
「
談
洲
楼
焉
馬

編
」、
目
録
に
も
「
烏
亭
焉
馬
著
」
と
あ
る
。
上
巻
は
烏
亭
焉
馬
の
報
條

文
に
、
前
年
の
烏
亭
焉
馬
六
十
の
賀
宴
に
参
加
の
人
々
が
読
ん
だ
狂
文

を
足
し
て
構
成
す
る
。
下
巻
の
題
簽
は
「
遊
戯
堂
三
馬
編
」、
目
録
に
は

「
式
亭
三
馬
著
」
と
記
さ
れ
る
。
下
巻
は
三
馬
の
報
条
文
を
集
め
た
内

容
で
あ
る
。
無
刊
記
本
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
中

院
文
庫
に
西
宮
新
六
と
万
屋
太
次
右
衛
門
を
版
元
と
す
る
本
が
あ
る
。

○
正
月
刊
、
黄
表
紙
『
万
福
長
者
（
ま
ん
ぷ
く

ち
ょ
う
じ
ゃ
）
宝
蔵
開

た
か
ら
の
く
ら
ひ
ら
き

』（
三
冊
、
樹
下
石
上
作
、
歌

川
豊
広
画
、
和
泉
屋
市
兵
衛
板
）
に
狂
歌
一
首
が
載
る
。

○
八
月
刊
の
『
狂
歌
巨
月
賞

き
よ
う
か
こ
げ
つ
し
よ
う

』（
秋
長
堂
物
梁

し
ゆ
う
ち
よ
う
ど
う
も
の
や
な

編
、秋
長
堂
蔵
版
）
に
狂
歌
一
首
。

○
「
仍
て
文
化
元
年
よ
り
其
家
（
翫
月
堂
堀
野
屋
仁
兵
衛
）
の
後
室
を
養
ひ
、

後
其
娘
を
妻
と
し
今
尚
存
せ
り
、此
家
は
二
代
目
仁
兵
衛
相
続
し
て
後
、

文
化
元
年
本
石
町
の
家
頽
廃
す
と
見
え
た
り
」（『
誰
が
袖
日
記
』三
馬
識
語
、

『
日
本
小
説
年
表
』）。
寛
政
十
二
年
に
初
代
仁
兵
衛
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
、

そ
の
息
子
が
二
代
目
仁
兵
衛
と
な
る
。
文
化
三
年
刊
『
賀
茂
翁
家
集
』

ま
で
、
出
版
の
事
業
が
認
め
ら
れ
る
が
、
享
和
三
年
刊
『
俳
優
觹
』
を

最
後
に
、
実
質
的
な
出
版
業
を
終
え
て
い
た
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
堀

野
屋
仁
兵
衛
の
未
亡
人
に
経
済
的
援
助
を
こ
の
年
か
ら
始
め
た
の
だ
ろ
う
。

○
本
年
刊
『
五
百
崎
虫
の
評
判
』（
烏
亭
焉
馬
編
、
版
元
不
明
）「
開
口
」
に
よ
れ

ば
、
三
升
連
中
（
白
猿
後
援
会
）、
蜀
山
人
、
鹿
都
部
真
顔
、
馬
場
金
埒
ら

と
、
虫
評
判
に
参
加
し
た
と
す
る
。
虫
評
判
は
前
年
の
こ
と
だ
ろ
う
。

文
化
二
年
、
一
八
〇
五
、
乙
丑
、
三
十
歳

○
正
月
、
左
記
の
黄
表
紙
刊
。

『
老
実
製
法

滑
稽
妙
剤
（
ま
じ
め
せ
い
ほ
う

し
ゃ
れ
に
も
み
ょ
う
け
ん
）
親
讐
胯
膏
薬

お
や
の
か
た
き
う
ち
ま
た
こ
う
や
く

』（
三
冊
、
歌
川
豊
広
画
、
西

宮
新
六
板
）

式
亭
三
馬
年
譜
稿
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『
一
人
娘

二
人
婿
（
ひ
と
り
む
す
め
に

む
こ
ふ
た
り

）
嬲
訓
歌
字
尽

な
ぶ
る
も
よ
み
と
う
た
じ
づ
く
し

』（
三
冊
、
歌
川
豊
広
画
、
和
泉
屋
市
兵

衛
板
）

○
五
月
下
旬
、『
狂
歌
觿

き
よ
う
か
け
い

後
編
』
の
草
稿
を
仕
上
げ
る
（
序
文
）。

○
本
年
刊
、
便
々
館
湖
鯉
鮒
編
『
狂
歌
袖
玉
集
』
に
序
文
。

○『
狂
歌
觿

後
編
』
の
自
序
か
ら
文
化
二
年
五
月
末
の
時
点
で
「
ふ
み
の

屋
の
ま
ど
の
も
と
」（
万
屋
）
に
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
棚
橋
『
式
亭
三

馬
』）。
た
だ
文
化
元
年
刊
の
『
狂
歌
武
射
志
風
流

き
よ
う
か
む
さ
し
ぶ
り

』
初
編
（
都
立
中
央
図
書

館
東
京
誌
料
本
）
刊
記
に
山
下
町
の
「
万
屋
太
次
右
衛
門
」
と
並
ん
で
「
江

戸
四
日
市

万
屋
太
助
」
の
記
述
が
認
め
ら
れ
る
。「
江
戸
四
日
市
」
は

三
馬
が
万
屋
を
離
れ
た
あ
と
住
ん
で
い
た「
日
本
橋
十
九
文
横
町
」（『
戯

作
六
家
撰
』）。
よ
っ
て
、
万
屋
に
入
婿
し
た
も
の
の
、
入
婿
さ
き
の
妻
が

亡
く
な
り
、
万
屋
と
の
関
係
が
疎
遠
に
な
り
始
め
た
の
が
、
す
で
に
享

和
三
年
の
う
ち
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
ほ
う
が
、
翫
月
堂
の
未

亡
人
に
文
化
元
年
か
ら
経
済
的
支
援
を
始
め
た
こ
と
と
道
理
が
あ
う

が
、
国
立
国
会
図
書
館
本
『
狂
歌
武
射
志
風
流

き
よ
う
か
む
さ
し
ぶ
り

』
初
編
は
「
万
屋
太
次

右
衛
門
」
の
み
を
版
元
と
し
て
お
り
、
都
立
中
央
図
書
館
本
が
後
刷
で

刊
記
に
「
万
屋
太
助
」
を
加
え
た
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
三
馬
は
文
化

二
年
ま
で
万
屋
に
い
た
と
い
う
結
論
に
な
る
。

文
化
三
年
、
一
八
〇
六
、
丙
寅
、
三
十
一
歳

○
こ
の
年
、
左
記
の
黄
表
紙
刊
。

『
浅
草
観
音

利
益
仇
討
（
あ
さ
く
さ
か
ん
の
ん

り
や
く
の
あ
だ
う
ち
）
雷
太
郎
強
悪
物
語

い
か
ず
ち
た
ろ
う
ご
う
あ
く
も
の
が
た
り

』（
十
巻
二
冊
、
歌
川
豊
国
画
、

西
宮
新
六
板
）

『
敵
討
安
達
太
郎
山

か
た
き
う
ち
あ
だ
た
ら
や
ま

』（
五
巻
一
冊
、
歌
川
豊
広
画
、
西
宮
新
六
板
）

○
正
月
、
左
記
の
滑
稽
本
刊
。

『
小
野
娃
譃
字
尽

お
の
の
ば
か
む
ら
う
そ
じ
づ
く
し

』（
一
冊
、
上
総
屋
忠
助
板
）

『
酩
酊
気
質

な
ま
え
い
か
た
ぎ

』（
二
巻
二
冊
、
歌
川
豊
国
画
、
石
渡
佐
助
（
上
総
屋
佐
助
）
板
）

『
戯
場
粋
言
幕
乃
外

け
じ
よ
う
す
い
げ
ん
ま
く
の
そ
と

』（
二
巻
二
冊
、歌
川
国
直
画
、山
城
屋
藤
右
衛
門
か
山
田
佐
助
板
)

『
戯
場
粋
言
幕
乃
外
』
の
版
元
は
山
城
屋
藤
右
衛
門
か
山
田
佐
助

（
神
保
五
彌
、
新
大
系
八
六
）。
広
告
か
ら
西
村
屋
与
八
も
関
係
し
た
可
能

性
を
み
る
（
棚
橋
『
式
亭
三
馬
』）。

○
正
月
、『
狂
歌
觿

き
よ
う
か
け
い

後
編
』（
二
巻
二
冊
、
三
馬
編
、
万
屋
太
次
右
衛
門
・
万
屋
太

助
・
蓍
屋
善
助
・
河
内
屋
太
助
・
永
楽
屋
東
四
郎
・
蔦
屋
重
三
郎
板
）
刊
行
。
享
和

二
年
の
『
狂
歌
觿

き
よ
う
か
け
い

初
編
』
の
続
編
。
蓍
屋
善
助
以
下
は
販
売
元
。
主

版
元
は
万
屋
太
次
右
衛
門
と
万
屋
太
助
。
万
屋
太
助
が
三
馬
の
こ
と
。

「
諸
連
判
者
之
部
」「
酔
竹
側
判
者
之
部
」
か
ら
な
る
。

○
正
月
の
桜
川
の
噺
初
め
の
会
の
翌
日
、
烏
亭
焉
馬
の
家
で
『
江
戸
嬉
笑

え
ど
き
し
よ
う

』

（
一
冊
、
楽
亭
馬
笑
・
福
亭
三
笑
・
古
今
亭
三
笑
作
、
歌
川
国
輝
画
）
の
序
を
書
く

（『
江
戸
嬉
笑
』
序
文
）。
作
者
の
三
人
は
三
馬
門
人
。
三
馬
は
行
司
役
で
評

言
も
載
せ
る
。『
江
戸
嬉
笑
』
の
刊
年
は
文
化
四
年
か
。

○「
三
月
四
日
、
芝
高
輪
牛
町
よ
り
出
火
の
を
り
か
ら
、
日
本
橋
十
九
文
横

町
の
寓
舎
も
類
焼
し
て
、
年
来
の
蔵
書
、
あ
ま
た
烏
有
と
な
り
ぬ
」（『
式

亭
雑
記
』）

○
柳
斎
主
人
に
い
ざ
な
わ
れ
て
北
総
佐
原
に
数
ヶ
月
間
逗
留
し
、
潮
来
に

も
一
日
遊
ぶ
。
潮
来
で
の
遊
楽
の
後
船
中
で
想
を
お
こ
し
、
発
端
を
編

み
、
北
総
佐
原
の
万
葉
堂
で
凡
そ
五
日
か
け
て
『
潮
来
婦
誌
』
を
脱
稿

し
た
（『
潮
来
婦
誌
』
序
、
附
言
）。
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○
柳
斎
主
人
の
佐
原
の
家
で
、
六
月
中
浣
ま
で
に
『
阿
古
義
物
語
』
の
開

場
か
ら
第
三
回
ま
で
の
稿
を
仕
上
げ
た
（『
阿
古
義
物
語
』
序
、
述
意
）。

○
当
年
刊
の
長
唄
本
『
東
風
流

あ
ず
ま
ぶ
り

初
編
』（
伊
賀
屋
勘
右
衛
門
板
）
の
序
文
執

筆
（
五
月
、
佐
原
に
て
）。
門
人
楽
亭
馬
笑
（
四
代
目
竹
本
倉
太
夫
）
と
の
縁
か

（
棚
橋
『
式
亭
三
馬
』）。

○
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
音
羽
町
足
袋
屋
結
城
屋
の
景
物
本
『
売
初
足

袋
世
界
』（
一
冊
、
歌
川
豊
国
画
、
結
城
屋
善
助
板
）
を
執
筆
（
穎
原
退
蔵
「
三
馬

の
広
告
文
学
」）。
現
存
本
が
存
在
し
な
い
た
め
刊
行
年
は
不
明
だ
が
内
容

が
恵
比
寿
神
と
関
係
あ
る
ら
し
い
事
か
ら
、
当
年
十
月
刊
か
（『
黄
表
紙

総
覧
』）。

○「
本
石
町
四
丁
目
新
道
に
転
居
し
て
」（『
式
亭
雑
記
』）
と
あ
る
。
山
の
手

側
便
々
館
湖
鯉
鮒

べ
ん
べ
ん
か
ん
こ
り
ゆ
う

撰
の
『
狂
歌
袖
玉
集

き
よ
う
か
し
ゆ
う
ぎ
よ
く
し
ゆ
う

』（
文
化
四
年
刊
、
大
和
屋
久
兵
衛

板
）
序
文
に
「
文
化
三
と
せ
と
い
ふ
と
し
の
冬
の
な
か
ば
石
町
の
や
ど

り
に
お
い
て

式
亭
三
馬
し
る
す
」
と
記
す
こ
と
か
ら
し
て
も
、
文
化

三
年
の
う
ち
の
転
居
と
思
わ
れ
る
。

文
化
四
年
、
一
八
〇
七
、
丁
卯
、
三
十
二
歳

○
正
月
、
左
記
の
合
巻
を
刊
行
。

『
復
讐
娶
阿
谷

か
た
き
う
ち
よ
め
お
ど
し
だ
に

』（
六
巻
二
冊
、
歌
川
豊
国
画
、
西
宮
新
六
板
）
虢

六
巻
六
冊
の
黄
表
紙
形
式
も
あ
る
。

『
式
亭
増
補

箱
根
霊
験
蹇
復
讐

は
こ
ね
れ
い
げ
ん
い
ざ
り
の
あ
だ
う
ち

』（
六
巻
二
冊
、
歌
川
豊
広
画
、
西
宮
新
六
板
）

○「
作
者
画
工
番
付
」
を
烏
亭
焉
馬
、
京
伝
ら
と
と
も
に
板
元
に
交
渉
、
絶

版
処
分
へ
と
さ
せ
た
と
す
る
。（
国
立
国
会
図
書
館
編
『
貴
重
書
解
題

第
十
二
巻
書
簡
の
部
第
二
』二
十
一
・
二
十
三
）。
番
付
は
「
辰
正
月
二
日
よ
り
」

と
し
て
版
元
「
東
邑
閣
」。「
辰
」
は
文
化
五
年
な
の
で
、
文
化
五
年
の

こ
と
か
。

○
正
月
、
景
物
本
『
売
初
足
袋
世
界

う
り
ぞ
め
た
び
の
せ
か
い

』
刊
行
か
。

○
当
年
刊
と
思
わ
れ
る
咄
本
『
江
戸
嬉
笑

え
ど
き
し
よ
う

』（
一
冊
、
楽
亭
馬
笑
・
福
亭
三
笑
・

古
今
亭
三
笑
作
、
歌
川
国
輝
画
）
に
序
文
。
作
者
の
三
人
は
三
馬
門
人
。
三

馬
は
行
司
役
で
評
言
も
載
せ
る
。

○
当
年
刊
、『
狂
歌
袖
玉
集

き
よ
う
か
し
ゆ
う
ぎ
よ
く
し
ゆ
う

』（
便
々
館
湖
鯉
鮒
撰
、大
和
屋
久
兵
衛
板
）に
序
文
。

○
前
年
に
亡
く
な
っ
た
市
川
白
猿
（
五
代
目
市
川
団
十
郎
）
の
追
悼
集

『
追
善
数
珠
親
玉

つ
い
ぜ
ん
じ
ゆ
ず
の
お
や
だ
ま

』（
一
冊
、
烏
亭
焉
馬
編
、
上
総
屋
利
助
（
石
渡
利
助
）
板
）
に

詞
書
と
狂
歌
一
首
が
載
る
。

○
従
来
、
洒
落
本
『
船
頭
部
屋

せ
ん
ど
う
べ
や

』（
一
冊
、
猪
牙
散
人
作
、
勝
川
春
竜
画
）
が
文
化

四
年
刊
と
さ
れ
て
い
た
が
、
棚
橋
氏
が
『
船
頭
部
屋
』
が
三
馬
作
で
な
い

と
し
、
そ
の
刊
行
年
も
文
化
末
年
ご
ろ
と
推
定
し
た
（
棚
橋『
式
亭
三
馬
』）。

付
記本

稿
は
も
と
も
と
私
の
研
究
の
手
控
え
に
も
と
づ
く
。
本
田
康
雄
『
式
亭
三
馬
の

研
究
』（
笠
間
書
院
、
昭
和
48
）、
棚
橋
正
博
『
式
亭
三
馬
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
平
成
２
）

の
記
述
が
骨
子
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
自
分
で
調
べ
た
こ
と
を
付
け
足
し
付
け
足

し
し
て
、
研
究
に
利
用
し
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
、『
式
亭
三
馬
と
そ
の

周
辺
』（
新
典
社
、平
成
23
）を
上
梓
す
る
さ
い
も
、収
録
す
る
気
は
ま
っ
た
く
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
式
亭
三
馬
の
研
究
を
行
う
人
は
多
く
な
く
、
長
い
間
私
が
研
究
の
最

若
手
だ
っ
た
が
、
気
が
つ
け
ば
私
も
白
髪
が
多
く
な
り
、
年
若
い
三
馬
の
研
究
者
も

散
見
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
研
究
の
助
け
と
し
た
く
、
公
開
を
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
幸
い
科
学
研
究
費
の
助
成
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
も
う
い
ち
ど
原
本
と
照
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ら
し
あ
わ
し
つ
つ
手
控
え
を
精
査
す
る
余
裕
も
で
き
た
。
誤
り
を
多
く
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
、
い
ち
お
う
は
年
譜
稿
と
し
て
公
開
で
き
る
水
準
に
な
っ
た
と
思
う
が
、

ま
だ
ま
だ
不
足
や
間
違
い
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ご
批
正
を
う
け
る
こ
と
も
年
譜
稿

公
開
の
目
的
で
あ
る
。
資
料
漏
れ
や
誤
り
を
見
つ
け
た
方
は
、
遠
慮
な
く

yoshim
aru@
hum
an.m
ie-u.ac.jp
ま
で
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
た
い
。

本
稿
は
平
成
二
四
-二
六
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
学
術
研
究
助
成
基
金
（
若
手

研
究
（
Ｂ
）））、
課
題
番
号
二
四
七
二
〇
〇
九
二
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

﹇
よ
し
ま
る

か
つ
や

本
学
教
員
﹈
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